
第３回 NEXT 長崎ミーティングの実施結果

１．日 時：令和３年１０月４日（月）１９：００～２１：００

                 （希望者のみ２２時まで延長して実施）

２．テーマ：「これからの長崎へ 私たちにできることって何だろう」

３．方 法：オンラインビデオ会議システム「Webex」により実施

４．参加者：２６名

・公 募 メ ン バ ー：１３名（社会人６名、学生７名）

・まちづくり等に携わっているメンバー：５名（社会人４名、学生１名）

・県職員メンバー：７名

・サポートメンバー：１名

※第３回公募メンバーに加え、第１回、第２回の公募メンバーも参加した。

５．メンバーによる取組の動きについて

【スピンオフ企画（非公式ミーティング）】

・これまで２回ミーティングを実施したが、「もっと話してみたい」といった声

に応える形で、メンバー発案によるスピンオフ企画として非公式ミーティン

グを開催し、テーマをメンバーから募集しながら、より楽しい雰囲気の中で

意見交換を行い、さらにつながりを深めることができた。

【SNS による魅力発信】

・インスタなどの SNS で、長崎の魅力や長崎で働いてる人の紹介等を発信し

ているメンバーもいることから、みんなで協力しながら発信していくことで、

長崎の魅力を多くの人に伝えていこうという動きが出始めている

【情報発信や魅力創出のアイデア出し】

・今回のミーティングの中で、情報発信や地域の魅力創出などに向けた取組の

アイデアなどを出し合い、動画やキャラクターを使った発信や、デジタルと

アナログを併用した情報発信など幅広く意見交換を行った。今後、メンバー

同士による取組も検討していくこととしている。

６．主な意見

【このミーティングへの期待について】

・NEXT 長崎ミーティングのようなゆるい場を継続して残していきたい。社会

人になって県外に行った時とかも、こういった気楽に帰ってこれる場所やつ

ながる場所があると次の展開も生まれてくる。

・このミーティングのようなプラットフォームがあって、常にオープンで入る

ことができたり、地域でいろんな取組をされてる人たちを応援できる仕組み

を作ることで、いろんな地域で盛り上がりが広がっていく。



・地域活性化の取組など、これまでやってみたかったけど実現できそうになか

ったことを、メンバーで力を合わせることでできていくのではないか。

・長崎の中での横のつながりのための「ゆるめ」の社会人サークルや、県外に

いながらも長崎とつながっていられるコミュニティがあるといいのでは。

【長崎の情報や魅力の発信について】

・メンバーの中には、インスタなどで地域の情報や魅力発信を行っている方も

いるが、発信側になると魅力などを見つけに行く視点が身につくので、発信

する人が増えていくといろんな見方がでてくるのでは。

・自分たちでやってる SNS などをお互いに宣伝しあって束になって力を合わ

せて発信していくことも大事ではないか。

・今は長崎が大きく変わっていく時代であって、そういうまちの変化を見せて

いくこともこれからの魅力になっていく。また、行政だけではなく市民県民

と協力しながら行っていくことも大事ではないか。

【次回以降のミーティングについて】

・次回に県政 150 周年記念イベントとコラボする場合は、ここで出たアイデ

アや今関わってるメンバーの活動を見える化するなどについて表現したい。

・次回は、自分たちがなぜこのような活動をしているのか、現時点で動き始め

ている取組などを広くインプットしてもらうことが大切ではないか。

・プラットフォームがあってそれぞれがアイデアを出して、それに対してイイ

ネと思った人が賛同して何かをできるような場所があるといい。次回以降は、

みなさんがいろんなタネを出し合って、賛同する人を集めてから少しずつ動

き出すような形でできれば。

７．その他

  ・第４回は１１月１４日に開催予定。

・開催方法等これまでのミーティングの内容を踏まえて検討する。


